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令 和 7 年 3 月 31 日

報告

資料

１ 医師確保に関する会議体における協議について（令和７年３月開催結果） 

医師の確保に関して地域医療対策部会において協議を行う事項のうち、以下の事項に
ついては、ワーキンググループとして協議を行った。 

 

区 分 臨床研修・専門研修等に関する協議会 

協議事項 
県内の臨床研修の充実を図るため、次の事項について協議 

・臨床研修病院ごとの研修医の定員の設定に関する事項 

構  成 
７名 

 

開 
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績 

開 催 日 令和７年３月19日（水） 

主  な 

協議事項 
１ 令和８年度臨床研修医募集定員の配分について 

結  果 

１ 令和８年度臨床研修医募集定員の配分について【別紙参照】 
国から示された募集定員の合計（400名）について、令和７年度定員を基本とし

つつ、下記の令和８年度定員配分における本県の基本方針１～６に沿って配分案を
作成し了承を得た。 
 
基本方針１ 
原則として医師確保対策重点推進圏域では圏域単位の定員を減員しない 

  
基本方針２ 

  令和６年度定員で採用割れがあった場合は、採用数を限度として定員を設定 
※ただし、県が受け入れを依頼した養成医が定員割れとなった場合は、選考に係る病院の 

裁量が限定的であること等を考慮し、状況に応じて個別に判断 

 
基本方針３ 

  激変緩和のため、病院の定員は前年度から±１名を限度に調整 
     ※ただし、定員１名のみの配分は認められていないため、 令和７年度定員が２名の病院は 

－２名を可とし、令和７年度定員が０名の病院については、＋２名を可とする。 

 
基本方針４ 

  原則として小児・産科プログラムは減員しない 
 
基本方針５ 

  令和８-９年度に統合が予定される病院については、統合後の規模機能等を基準
に定員を決定 

 
基本方針６ 

  下記検討項目を踏まえて病院間の定員数を比較し、不均衡が生じている病院に
ついて、定員の増減員を実施 

 
（検討項目） 
①採用状況等 
(a) マッチング応募倍率(1次募集受験者数/定員) 
(b) マッチング状況(フルマッチ未達の回数) 
(c) 定員割れの回数(採用数/定員数) 

② 研修実績等 
(a) 臨床研修先が県内の割合 
(b) 臨床研修修了後の県内定着率 
(c) 専門研修先が県内の割合 

 
大  学 ２名  医師会  ２名 

病院団体 ２名  県    １名 

 

※うち出席者6名 

 



(d) 専門研修修了後の県内定着率 

③ 病院規模・機能等 
(a) 稼働病床数 
(b) 常勤医師数 
(c) 年間入院患者数(及び定員 1名あたりの入院患者数) 
(d) 救急機能 
(e) 救急車受入台数(及び定員 1名あたり救急車受入台数) 
(f) 周産期医療 
(g) 専門研修プログラム設置数 
(h) 第三者評価等の受審状況 

④ その他 
(a) 基幹型臨床研修病院の指定基準への適合性  
(b) 令和７年度定員０名の病院における状況変化 

 

 

【参考】 

医療法の一部改正（H30.7.25施行）に伴う地域医療対策協議会の機能強化について】 
 

※ 「『医療法及び医師法の一部を改正する法律』の一部の施行について」 

（平成30年７月25日付け厚生労働省医政局長通知） 
       
１ 県は、地域医療対策協議会において、医師の確保に関する事項の実施に必要な次の

事項について協議を行い、協議が整った事項について公表することとされた。 

(1) キャリア形成プログラムに関する事項 

  (2) 医師の派遣に関する事項 

  (3) 医師少数区域等に派遣された医師の能力の開発・向上に関する継続的な援助に関

する事項 

  (4) 医師少数区域等に派遣された医師の負担軽減措置に関する事項 

  (5) 医師法の規定によりその権限に属せられた事項 

   ア 日本専門医機構に対する専門研修に関する意見陳述 

   イ 臨床研修病院の指定、臨床研修病院ごとの研修医の定員の設定に関する事項 

 

 ２ 上記１に伴い、現在、都道府県内に存在する地域医療対策協議会以外の医師確保に

関する会議体は、平成30年度中に、地域医療対策協議会に一本化することとされた。 

 

※ 例外として、既存の他の協議会の機能を、ワーキンググループとして存続させる

特別の必要がある場合には、そのような取扱いを認めることとされた 

医療法に規定する「地域医療対策協議会」 

⇒ 本県においては「兵庫県医療審議会地域医療対策部会」が該当 


